平和の鐘を鳴らそう　　　　　　　　　《高校生・一般の部　金賞》
ノートルダム清心高等学校３年　藤岡　小雪
　「世界平和記念聖堂」という教会をご存知だろうか。私の通う高校では、毎年八月六日に有志の生徒でこの聖堂の案内を行っている。私は案内を行う中で聖堂の鐘に込められたあるメッセージを知り、より多くの人にこの聖堂を訪れてもらいたいと思うようになった。

世界平和記念聖堂は一九五四年に原爆被害者の冥福と世界平和を祈るために建てられ、建築の際には海外や仏教団体からも多くの寄付や寄贈品が送られた。その寄贈品の中でも特に私の心を打ったのが「平和の鐘」だった。この鐘はドイツ軍の大砲を材料として製作されたもので、次のようなメッセージが込められている。「鉄という同じ材料を使って、残虐な兵器を作ることもできますが、平和を訴えることもできます。あなたは、どちらを選びますか？」

私は今年も聖堂案内に参加する。この活動を通じてもっと多くの人にこの聖堂に込められた意味を知ってもらい、祈りの輪が広がっていけば良いなと思う。
私たちに出来ること　　　　　　　　　《高校生・一般の部　銀賞》
広島皆実高等学校２年　金川　絢音
「相手を知ろうとすること。」これは私が常に気をつけていることです。誰かと話をする時、相手に言いたいことや気持ちが伝わらないと悲しい気持ちになります。そこからすれ違いが起こり、ケンカになってしまうこともあります。それは世界でも同じで、相手国を知ろうとし、異文化を認め合うことが平和のために必要なことだと思います。だからこそ人と関わる時には、どうしてこんな事を言うのか、何を伝えたいのかと相手について知ろうとすることが大切なのです。何もかもが自分の思う通りに進むことはあまりありません。自分が正しいからと相手をけなすのではなくて、「相手について知ろう。」と考えて行動をすることが必要なのです。そして、伝えたいことの一方通行が無くなれば、対立も無くなると思います。

私たちに出来るのは、小さな心配りをしていくことだと思います。それを継続し、積み重ねていくことが、平和な未来への一歩となると考えます。
伝わる心　　　　　　　　　　　　　　《高校生・一般の部　銅賞》
広島皆実高等学校２年　石川　裕吏加
「思いやりと優しさが溢れる世界」というのが私が考える平和な未来です。

私は部活動でマネージャーをしています。そして、その顧問の先生の口グセが「思いやりと優しさ」という言葉です。この言葉には人を思いやり、大切にする、そのために自ら行動するという意味が込められているのだと私は感じます。

先生は、いつも人のことを考えて行動して下さっています。人が困っているのを見たときは助け、人が困らないように先のことを考えておられます。そして、最近では私も人のことを先回りして考えることができるようになりました。「思いやりと優しさ」の精神は、人に伝わっていくものなのだとふと気づきました。
　私は、これからも周りのために自ら行動していきます。私が人に優しさを持って接することで、その心がその人やその周りの人へ伝わり、やがて平和な未来へつながることができると思います。私の小さな行動で未来が大きく変わることを願っています。
これからの日本の平和のために　　　　　《高校生・一般の部　銅賞》
広島皆実高等学校３年　藤井　陸
今、世界中で戦争が絶えず多くの人々が危険な目に遭わされ悲しんでいる。どうすれば戦争のない世界になるのか。戦争をやめるためには一国の代表が力を尽くすだけではだめだ。国民一人一人が幸せを追求していき、国全体として戦争はだめだという雰囲気をつくりだす必要がある。

まず身近な人を幸せにしていくことからはじめたい。人を幸せにすることで倍になって自分に返ってくるという話をよく聞く。全員がそのような意識で過ごすことによってどんどん幸せが広がっていき世界中の多くの人々が幸せになると私は思う。
政治に参加することも必要である。どの人を選べば平和になる政治をやってくれるのかを見極め、多くの国民が投票する。私は政治に興味なかったが今の政治の動きは注目してみている。日本が間違った方向に進まないように我々国民が冷静な判断を下し、考えたうえで投票していく。それがこれから日本を背負っていく若い私たちに課せられた使命である。
平和
広島皆実高等学校３年　井上　素良
　「綺麗だな」と見上げる空が、眺める海が、昔多くの命が散った場所だったなんて信じられません。戦争の体験を話して下さる方が少なくなっていく中で私達に求められるのは平和を願う心を持つことです。平和を願う心を持つためには、平和の尊さを知ることが必要です。平和の尊さを知るためには、戦争の恐ろしさを知ることが必要です。小学校・中学校と毎年あった八月六日の登校日も、平和について考える授業も、高校に入ってからは無くなってしまいました。平和について考える機会は学校から与えられるものではなくなり、私達が自ら平和について考え、行動を起こさなければいけない立場になったことに、ヒロシマに生まれヒロシマで生きる人間として責任を感じます。年齢を重ねるごとに、平和記念資料館を訪れて学べること、感じられることが増えてきました。これからも八月には平和記念資料館を訪れて戦争の恐ろしさに目を向け、平和について自分なりに考えを深め、平和を願う心を持ち続けます。
平和な未来のためにできること
広島皆実高等学校３年　大窪　亜実
私が考える平和な未来は、問題を人で解決できる未来です。私は政治家、ジョン・Ｆ・ケネディ氏の言葉と出会いそう考えるようになりました。

問題を人で解決するというのはとても難しく、現在も多くの国で武力による争いが起きています。問題を人で解決するために、私たちは、相手を尊重し、穏やかな心を持って人と接することを一番に求められると考えます。相手を尊重しないと自分の意見を通そうとする。穏やかな心を持たなければ、正しい判断ができない。このことから武力による解決につながってしまうのではないでしょうか。私は戦争の悲惨な記憶を次の世代に受け継ぐと共に、人が起こした問題は人で解決できるというケネディ氏の言葉から、問題の正しい解決の仕方を学ばせる必要があると思います。

未来を平和に生きるために、私は、ケネディ氏の言葉と共に生き、相手と心で接する関係を築きます。そして、いつか問題を武力ではなく人で解決できる未来を願いながら毎日を暮らします。
平和な未来
広島皆実高等学校３年　小笠原　菜々美
　私が考える平和な未来とは、世界中の人々がお互いを尊重し大切にし合えるような未来です。
　このように考えるきっかけとなった物は、「はだしのゲン」という本です。この本の中で一番驚いた事は、原爆の被害にあった人たちに対する軽蔑でした。何か悪いことをしたわけでもない、むしろ被害を受けている立場にも関わらず、軽蔑されるなんて理不尽だと思いました。また、このように人を軽蔑することは、お互いを尊重し大切にし合えるような心が欠けているからだと感じました。

このように考えるようになってから、私は自分の意見ばかりを主張していたことに反省し人の意見を尊重するように心がけています。

今後、平和な未来のための架け橋と私達がなるためには、昔に実際に起きたことをきちんと次の世代に伝え今ある幸せが当たり前ではないという事を伝えていく必要があります。そして、私達ももっと昔に起こった出来事について知っていきたいと思います。
身近なところから
広島皆実高等学校３年　上野　杏奈
　ヒロシマに原爆が落ちて七十年が経ちます。ヒロシマでは戦争の愚かさ、悲惨さ、悲しみについて伝承されています。私は、幼稚園の頃からその出来事を教えてもらってきました。語り部の方達は、「皆仲良くするんだよ、そしたら戦争は起きないよ。」と言われます。私も、いじめや喧嘩の延長線が戦争になると思っています。
　今、私達の周りは武力の戦争で考えると平和かもしれません。しかし、本当に平和なのでしょうか。いじめや喧嘩も戦争の種とするならば、平和とは言えないと思うのです。このいじめや喧嘩が国家レベルや武器を使うまでいくと戦争、紛争になります。次世代を担う私達にとって関係ない、絶対そこまでいかないとは言いきれないと思います。

本当の平和を作るには一人一人を大切にし合い、お互いを認め合うことが必要だと思います。私は、平和について再度考えて、自分の周りから平和を広げていきたいです。そしてその小さな平和が集まって世界平和へと繋がって欲しいです。
小さな一歩、大きな一歩
広島皆実高等学校２年　日浦　夏希
　「自分がされて嫌なことは他人にしてはいけないよ」この言葉は私が幼いころから母に言われてきた言葉です。皆さんはこれはあたり前のことだと思うかもしれません。しかし、このあたり前のことができない人が多くいるから、この世界は平和になれないのだと私は思います。「こんなことを言われたら私は嫌だな」と言葉選びをすると相手を傷つけることはなくなるのではないでしょうか。「こんなことをされたら私は傷つくな」と一人一人が自分の行動に制限をすることで、国同士で争うこともなくなるのではないでしょうか。「自分がされて嫌なことは他人にはしない」これが平和な未来のためにできることだと私は思います。そのためには、まず自分が変わらなければなりません。自分が変わることで周りも変わってくれると私は信じています。一人が変わるだけではまだ小さな一歩ですが、その一人が変わったことに周りが影響され一人一人が変わっていくと小さな一歩だったものが大きな一歩になるはずです。なのでまず私が変わります。平和な未来を信じて。
愛が平和を。
広島皆実高等学校２年　田邊　真希
　「さあ想像してごらん、みんながただ平和に生きているって。」これは、私が中学時代に出会った曲の一部です。洋楽で意味が分からなかったけれど、日本語訳を見つけて意味を知ったとき、平和について深く考えさせられました。

広島で生まれ広島で育ってきた私にとって平和について考えることは、以前からよくありました。この曲に出会って意味を知ってから、平和を想像し、今自分にできることは何かと考えるようになりました。

私にできることは、身近な友達、何よりも家族を愛することです。誰にとっても一番大切なのは家族であり、愛することができれば友達だって大切にできます。友達がいるからこそ毎日を楽しく過ごせるのです。お互いに認め合い仲間として愛すべき存在だと思います。誰かを愛することは誰かを思いやることに繋がり争いはなくなります。相手を大事にできます。一人一人が愛し愛される存在になることで、愛はまた他の誰かへと連鎖し、平和は生まれ広がっていくと思いました。
豊かな心
広島皆実高等学校２年　前田　朋美　
　世界では、宗教や境界線の対立、利益の取り合いなどで戦争を続けている国があちらこちらにあります。それは、非常に悲しい事実です。テレビや新聞などでこのようなニュースを見聞きする度に、我が国日本の今の平和な状態がいかに恵まれているかを痛感させられます。

現在、日本の社会が平穏な状態にあるのは過去に悲しい戦争を経験したからではないのでしょうか。見た目は、安定した世の中のようですが、本当に大事なのは人の心の平和だと思います。

そのためには相手の弱い部分も認めて、尊重することが必要不可欠です。例えば、自分が相手のこのようなところが苦手だなと思っても、責めたり嫌になったりせず、良い所に目を向けるようにすることが、世界の人々が心を痛めることなく笑顔になることに繋がります。

人は短所があって当たり前。それをマイナスな方向に捉えずに、私は自分自身の行動で「豊かな心」を世界の人々に示していきます。
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